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(57)【要約】
　スペクトル－ライブドップラー測定モードＳ３及び画
像－ライブ測定モードＳ１、Ｓ６の両方で動作するのに
適したスペクトルドップラー超音波撮像装置を制御する
ための方法が提案されている。本発明によれば、前記方
法は、サンプル領域の変更を検出するとＳ５、前記画像
－ライブ測定モードＳ６に自動的に切り換わるステップ
を有する。サンプル領域の変更は、例えばトラックボー
ル、角度調整ノブ又はサンプルゲート制御器のようなサ
ンプル領域制御装置を稼働させることによって、オペレ
ータにより示されてもよく、このような稼働の際、前記
スペクトルドップラー超音波撮像装置は、前記サンプル
領域の位置及び／又は方位を適合させる又は訂正するこ
とを可能にするために、前記画像－ライブ測定モードＳ
６に自動的に切り換わってもよい。前記サンプル領域が
既定の期間、位置に関して安定していた後、前記スペク
トルドップラー超音波撮像装置は、前記スペクトル－ラ
イブ測定モードＳ３に切り換わるＳ７。それにより、異
なる測定モード間の不要な手動のトグリングが避けられ
、定量的なスペクトル－ライブドップラー測定Ｓ３は、
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スペクトル－ライブドップラー測定モード及び画像－ライブ測定モードの両方で動作す
るのに適したスペクトルドップラー超音波撮像装置を制御するための方法において、
　サンプル領域の変更を検出すると、前記画像－ライブ測定モードに自動的に切り換わる
ステップ、
を有する方法。
【請求項２】
　前記サンプル領域の前記変更を検出した後、既定の期間で前記スペクトル－ライブドッ
プラー測定モードに自動的に切り換わるステップをさらに有する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　既定の期間、位置に関して安定している前記サンプル領域を検出すると、前記スペクト
ル－ライブドップラー測定モードに自動的に切り換わるステップをさらに有する請求項１
又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記スペクトルドップラー超音波撮像装置は、フルフレームレートモードで、前記スペ
クトル－ライブドップラー測定モード及び前記画像－ライブ測定モードの少なくとも一方
で動作するように制御される請求項１、２又は３に記載の方法。
【請求項５】
　前記スペクトルドップラー超音波撮像装置は、リアルタイムモードで、前記スペクトル
－ライブドップラー測定モード及び前記画像－ライブ測定モードの両方で動作するように
制御される請求項１乃至４の何れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記サンプル領域の前記変更は、当該サンプル領域の位置、角度、形状及び大きさ、並
びに流れ方向のカーソル角度の少なくとも１つを制御するためのサンプル領域制御装置の
稼働に基づいて検出される請求項１乃至５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記サンプル領域制御装置は、トラックボール、角度調整ノブ及びサンプルゲート制御
器の少なくとも１つを有する請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記スペクトルドップラー超音波撮像装置は、ユーザが前記画像－ライブ測定モードを
手動で選択すると、前記ユーザが前記スペクトル－ライブドップラー測定モードを手動で
選択するまで画像－ライブ測定モードのままでいるように制御される請求項１乃至７の何
れか一項に記載の方法。
【請求項９】
　スペクトル－ライブドップラー測定モード及び画像－ライブ測定モードの両方で動作す
るのに適したスペクトルドップラー超音波撮像装置において、サンプル領域の変更を検出
すると、前記画像－ライブ測定モードに自動的に切り換わる制御装置を有するスペクトル
ドップラー超音波撮像装置。
【請求項１０】
　コンピュータ上で実施されるとき、請求項１乃至８の何れか一項に記載の方法に従って
、スペクトルドップラー超音波撮像装置を制御するのに適するプログラムコードを有する
コンピュータプログラムプロダクト。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のコンピュータプログラムプロダクトが記憶されるコンピュータ読み
取り可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スペクトル－ライブドップラー測定モード又は画像－ライブ測定モードの両
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方で動作するのに適したスペクトルドップラー超音波撮像装置を制御するための方法に関
する。さらに、本発明は、本発明の方法を行うのに適している上記スペクトルドップラー
超音波撮像装置、コンピュータ上で実施されるとき、スペクトルドップラー超音波測定装
置をそれに応じて制御するためのコンピュータプログラムプロダクト、及び上記コンピュ
ータプログラムプロダクトが記憶されるコンピュータ読み取り可能媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　サンプル領域内の静的構造及びサンプル領域内の動的運動の両方を定性的且つ定量的に
撮像するための超音波撮像装置が開発されてきた。そこで、サンプル領域に向けて超音波
が放出され、このサンプル領域内で反射したエコーが検出される。時には関心領域とも呼
ばれる前記サンプル領域は、患者の身体の一部でもよい。このサンプル領域内の動的運動
は、例えば患者の体内にある血管内の血流でもよい。
【０００３】
　第１の測定モードにおいて、超音波撮像装置は、サンプル領域のグレイスケール又はカ
ラーの２Ｄ画像を取得するのに適している。このような２Ｄ画像は好ましくはリアルタイ
ムで取得される。この測定モードはここでは、"画像－ライブ測定モード"とも呼ばれる。
【０００４】
　第２の測定モードにおいて、超音波撮像装置は、サンプル領域内の運動の定量分析に適
している。このような運動は、血管内の血流から頻繁に生じ、血管構造又は心臓構造の特
徴を示すのに使用されてもよい。そこで、サンプル領域に向けて超音波が放出され、この
サンプル領域内における静的な撮像装置に対する相対運動から結果生じるドップラー効果
が検出される。このようなスペクトルドップラー測定から、サンプル領域内の運動の速度
の定量分析が得られる。このような測定モードはここでは、"スペクトル－ライブドップ
ラー測定モード"とも呼ばれる。
【０００５】
　これら画像－ライブ及びスペクトル－ライブ測定モードの両方において、表示されるフ
ィーチャ(feature)（画像又はスペクトル）の対応する部分は、例えば１０Ｈｚよりも早
い速度で連続して更新される。
【０００６】
　スペクトル及び音響ドップラー超音波のために、サンプル領域に向けて放出される超音
波の位置並びに角度は、ほとんどの場合、グレイ又はカラーの２Ｄ画像に基づいて手動で
調節される。この目的のために、超音波トランスデューサの位置を維持しようと故意に動
かす若しくは維持しようとすること、患者の呼吸及び／又は拡張した血管若しくは心臓の
スキャンにおいて複数の血管若しくは位置を測定することは一般的に、例えば超音波撮像
装置上に設けられるトラックボール又は角度調整ノブを用いて前記サンプル領域の位置を
調節するために、ENTERキー又はUPDATEキーを繰り返し用いてスペクトル－ライブモード
と画像－ライブモードとの間を手動でトグリング(toggle)する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　スペクトル－ライブモードと画像－ライブモードとの間のトグリングは、サンプル領域
の位置又は角度を調節するためにスペクトル－ライブモードと画像－ライブモードとの間
を手動でトグリングするのに従来必要なENTER/UPDATEキーの繰り返しの使用によって、超
音波検査のドップラー部分の間のユーザのワークフローを複雑にする。
【０００８】
　このようなスペクトル－ライブモードと画像－ライブモードとの間の頻繁なトグリング
を取り除くための従来の手法において、ソフトウェアのタイマー、ＥＣＧトリガ又はユー
ザ制御の調節により、単一フレームの画像更新が開始されてもよい。しかしながら、これ
は、流動力学を示さない、ジェット若しくは収縮期パルスを捕捉するのは難しい又はその
見込みがない、ドップラースペクトル測定に必要な数秒を中断する、送信電圧をスルーイ
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ング(slewing)及びセトリング(settling)することで更新時間の殆どを浪費する。それ故
に、多くのユーザは、このスペクトル－ライブモードと画像－ライブモードとの間の手動
のトグリングを好む。
【０００９】
　他の手法において、ラインインタリーブ（トリプレックス(triplex)）及びフレームイ
ンタリーブ（ギャップフィル(gap-fill)）技術は、画像－ライブ及びスペクトル－ライブ
測定の結果を同時に表示するのに使用されることができる。しかしながら、これら技術は
、速度スケール、フレームレート、感度、アーチファクト及び／又は測定精度の妥協を必
然的に含んでいる。血管及び心臓応用のような、ドップラー超音波撮像を最も定性的且つ
定量的に使用する臨床応用は、スペクトルドップラー超音波撮像に関する妥協に対して最
も寛容さがない応用でもある。
【００１０】
　他の手法において、自動的なサンプル領域の検出技術が開発されてきた。しかしながら
、このような技術は画像－ライブ測定の取得に依存しているので、これら技術は、上述し
たようなスペクトル－ライブモードと画像－ライブモードとの間の切り換わりに関する同
様な問題を有し、これら両方を妥協する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の目的は、スペクトル－ライブドップラー測定モード及び画像－ライブ測定モー
ドの両方で動作するのに適したスペクトルドップラー超音波撮像装置を制御するための方
法を提供することであり、ここで前記方法は、スペクトルドップラー超音波撮像装置の使
用を簡単にする。本発明の他の目的は、上記簡単にする方法に従って動作するのに適した
スペクトルドップラー超音波撮像装置、コンピュータ上で実施されるとき、上記簡単にす
る方法に従ってスペクトルドップラー超音波撮像装置を制御するのに適したコンピュータ
プログラムプロダクト、及び上記コンピュータプログラムプロダクトが記憶されるコンピ
ュータ読み取り可能媒体を提供することである。
【００１２】
　本発明は、独立請求項により規定される。有利な実施例は、従属請求項に規定されてい
る。
【００１３】
　本発明の第１の態様によれば、スペクトル－ライブドップラー測定モード及び画像－ラ
イブ測定モードの両方で動作するのに適したスペクトルドップラー超音波撮像装置を制御
するための方法が提案されている。この方法は、サンプル領域の変更を検出すると、画像
－ライブ測定モードに自動的に切り換わるステップを有する。
【００１４】
　本発明の第２の態様によれば、本発明の第１の態様に従う方法を行うのに適したスペク
トルドップラー撮像装置が提案されている。
【００１５】
　本発明の第３の態様によれば、コンピュータ上で実施されるとき、本発明の第１の態様
の方法に従ってスペクトルドップラー超音波撮像装置を制御するのに適したプログラムコ
ードを有するコンピュータプログラムプロダクトが提案されている。
【００１６】
　本発明の第４の態様によれば、本発明の第３の態様に従うコンピュータプログラムプロ
ダクトを有するコンピュータ読み取り可能媒体が提案されている。
【００１７】
　本発明は以下の考えに基づいていることが分かる。
【００１８】
　本発明の実施例は、スペクトルドップラー超音波撮像を扱っている。このようなスペク
トルドップラー超音波撮像は、他の種類の撮像モダリティに比べ、例えば血流の速度の正
確な定量的測定を可能にする。
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【００１９】
　このような定量的測定を行うために、ここでは時にゲート又はサンブルボリューム若し
くはサンプルゲートとも呼ばれるサンプル領域は、医療診断用超音波ライブ－画像内の関
心領域に正確に位置決められなければならない。代替えのモードは、連続波(ＣＷ)ドップ
ラーであり、ここでサンプル領域は、パルス波（ＰＷ）ドップラーと同様にサンプルゲー
トではなくトランスデューサ面からの全直線である。両方のドップラーモードは本発明に
応用可能である。
【００２０】
　幾つかの従来のスペクトルドップラー超音波撮像システムは、位置決めのタスクを行う
オペレータに依存し、幾つかの他のシステムは、このタスクの半自動又は全自動化を提案
している。何れにしても、これらシステムの一般的な目的は、スペクトル－ライブドップ
ラー超音波画像及び画像－ライブカラー又はグレイスケール超音波画像をリアルタイムで
示すことである。しかしながら、これは、両方の測定モードは、異なる形式の超音波の発
射(firing)を必要とするので、非常に難しい。ライン－インタリーブ及びフレーム－イン
タリーブ技術は、画像及びスペクトル表示の両方を連続且つ迅速に更新するために、十分
な速さの速度及びインタリーブを用いて、１つ以上のドップラーライン間に１つ以上の画
像ラインをインタリーブするのと一緒に論じられることができる。ラインインタリーブ、
すなわちスペクトルカラードップラーのラインを交互に発射すること、及びフレームイン
タリーブは、リアルタイムで供給されず、妥協が行われなければならない。しかしながら
、半自動又は全自動のドップラー超音波撮像を実現するのに必要な上記妥協は、ある医療
応用にとって許容できない。
【００２１】
　超音波撮像システムがオペレータの助けに依存している場合、サンプルゲートの位置及
び／又は角度は、グレイ及び／又はカラー２Ｄ画像に基づいて手動で調節される。しかし
ながら、一般的に、患者は少なくとも僅かに動いているため、又は患者の呼吸運動、超音
波トランスデューサの位置若しくは角度の意図的ではないドリフト(drift)のために、又
は患者の身体の多数の位置における血流の動きを測定する必要がある場合、オペレータは
、スペクトル－ライブと画像－ライブとの間を手動でトグリングするためにENTER又はUPD
ATEキーを繰り返し使用しなければならず、それ故に例えばトラックボール又は角度調整
ノブを用いて前記サンプルゲートを調節する。この手動の方法で正確な測定が行われたと
しても、これら２つの撮像モード間をトグリングする手順は、時間がかかり、退屈である
。
【００２２】
　従来のスペクトルドップラー超音波撮像装置の上記欠陥を理解した場合、この装置が例
えば画像－ライブにおいて、トラックボール、角度調整ノブ又はサンプルゲートの稼働に
よるサンプル領域の変更を検出するとすぐに、装置が画像－ライブ測定モード、好ましく
はフルフレームレート並びにリアルタイム及び最大解像度で自動的に切り換わるような装
置に適しているとここで提案される。この装置は次いで、既定の期間の後又はサンブル領
域が変化していないと検出し、故に既定の期間安定した後に、スペクトル－ライブ測定モ
ード、好ましくはフルフレームレート並びにリアルタイム及び最大解像度で切り換わる。
【００２３】
　言い換えると、提案する超音波撮像システムは、ユーザがカラー又はグレイスケール２
Ｄ画像－ライブを必要とする瞬間、すなわちユーザが関心領域に対応するサンブル領域を
変更したい瞬間に、画像－ライブ測定モードに好ましくは正確に切り換わる。それに応じ
て、ユーザは、サンプル領域の所望する変更を、例えば上記変更をトラックボール又は角
度調整ノブで示すことにより、又は撮像装置の超音波トランスデューサを移動させること
により、積極的に示し、この撮像装置は、上記示される変更を検出し、ユーザが見ている
ような画像－ライブ測定モードに自動的に切り換わり、必要ならば、２Ｄ超音波画像内の
サンプル領域の位置又は角度を訂正する。これにより、画像－ライブ測定モードとスペク
トル－ライブ測定モードとの間を繰り返しトグリングするうんざりする努力は、超音波撮
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像装置の使用を簡単にする妨げとなる。その上、前記撮像装置は、その時間のほとんどを
、高品質のスペクトル分析を可能にする、スペクトル－ライブ測定モードであり、サンプ
ル領域の変更が検出される場合の画像－ライブ測定モードに切り換わることにより単に中
断される。
【００２４】
　本発明の実施例によれば、前記方法はさらに、サンプル領域の変更を検出した後、既定
の期間でスペクトル－ライブドップラー測定モードに自動的に切り換わるステップを有す
る。例えば、上記既定の期間は１秒でもよい。言い換えると、サンプル領域の変更を検出
すると、前記装置はスペクトル－ライブ測定モードから画像－ライブ測定モードに自動的
に切り換わり、次いで例えば１秒後、スペクトル－ライブ測定モードに切り換わる。それ
に応じて、前記撮像装置は、その時間のほとんどをスペクトル－ライブ測定モード内にあ
り、短い時間期間、画像－ライブ測定モードによって単に中断されるだけである。これは
、スペクトル－ライブ測定の品質を向上させる。
【００２５】
　本発明の他の実施例によれば、前記方法はさらに、既定の期間、位置に関して安定して
いるサンプル領域を検出すると、スペクトル－ライブドップラー測定モードに自動的に切
り換わるステップを有する。言い換えると、前記撮像装置は、サンプル領域の変更を検出
すると、画像－ライブ測定モードに自動的に切り換わり、次いでこのサンプル領域が引き
続き変更される限り、画像－ライブ測定モード内に留まる。この装置は、サンプル領域が
これ以上変化しなくなるまで待ち、例えば１秒のような既定の期間、位置に関して安定し
ている。オペレータが新しい所望する関心領域と対応するように、明らかにサンプル領域
を変更したときにのみ、前記装置はスペクトル－ライブドップラー測定モードに戻る。
【００２６】
　本発明の他の実施例によれば、ドップラー超音波撮像装置は、フルフレームレートモー
ドで、スペクトル－ライブドップラー測定モード及び画像－ライブ測定モードの少なくと
も一方で動作するように制御される。好ましくは、前記装置は、フルフレームレートモー
ドにおいて、スペクトル－ライブ及び画像－ライブ測定モードの両方で動作する。ここで
、"フルフレームレートモード"という用語は、画像又はスペクトルがサンプル領域の各変
更に対し、連続して取得され、単なる単一フレームの更新として取得されないことを示す
。さらに、前記撮像装置は好ましくは、リアルタイムモードにおいて、スペクトル－ライ
ブ及び画像－ライブ測定モードの両方で動作する。ここで、"リアルタイム"という用語は
、サンプル領域における実際の運動と撮像装置によるこの動きの取得及び表示との間の無
視できるほど小さな時間の遅延だけが存在していることを示す。それに応じて、これら両
方の測定モードにおいて、前記装置は、最高の起こりえる撮像品質で動作し、妥協が回避
される。
【００２７】
　本発明の他の実施例によれば、サンプル領域の変更は、このサンプル領域の位置、角度
、形状、大きさ及び流れ方向のカーソル角度の少なくとも１つを制御するのに適したサン
プル領域制御装置の作動に基づいて検出される。このようなサンプル領域制御装置は、例
えばトラックボール、角度調整ノブ又は超音波撮像装置に接続若しくはこの装置に設けら
れるサンプルゲート制御器でもよい。言い換えると、前記撮像装置は、オペレータが例え
ばトラックボール、角度調整ノブ又はサンプルゲート制御器を作動させ、次いで画像－ラ
イブ測定モードに自動的に切り換わるという事実により、サンプル領域が変更されなけれ
ばならないことを検出してもよい。
【００２８】
　本発明の他の実施例によれば、ドップラー超音波撮像装置は、ユーザが画像－ライブ測
定モードを手動で選択すると、このユーザがスペクトル－ライブ測定モードを手動で選択
するまで画像－ライブ測定モードのままでいるように制御される。言い換えると、ドップ
ラー超音波撮像装置は、オペレータにより作動する例えばスイッチ又はスタイラスを持っ
てもよい。これにより、オペレータは、この撮像装置を制御して、画像－ライブ測定モー
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ドに切り換わったり、オペレータの他のアクションがあるまでそのままでいたりしてもよ
い。オペレータは次いで、同じスイッチ若しくはスタイラス、又は代わりに例えば追加の
スイッチ若しくはスタイラスを使用して、この装置がスペクトル－ライブドップラー測定
モードに戻ることが可能であることを示してもよい。このような手動の選択のオプション
は、サンプル領域が実際に変更されなくても、オペレータが撮像装置を画像－ライブ測定
モードに切り換わることを可能にする。
【００２９】
　本発明の前記態様及び実施例は、スペクトルドップラー超音波撮像装置を制御するため
の前記提案した方法を参照して主に説明されていることに注意すべきである。本発明の上
記第２の態様に従うスペクトルドップラー超音波撮像装置、並びに本発明の上記第３及び
第４の態様のコンピュータプログラムプロダクト並びにコンピュータ読み取り可能媒体に
対する、対応する特徴及び特性が理解されると、当業者は理解するだろう。上記及び以下
の説明から、他に通知しない限り、ある形式の内容に属する特徴の如何なる組み合わせに
加え、異なる内容に関連する特徴の間、特に装置形式の請求項の特徴と方法形式の請求項
の特徴の間の如何なる組み合わせにも本出願を用いて説明されると考えられると、当業者
は推論する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施例によるスペクトルドップラー超音波撮像装置を概略的に示す。
【図２】本発明の実施例によるスペクトルドップラー超音波撮像装置を制御する方法を説
明するためのフローチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明の特徴及び利点は、添付の図面に示されるような特定の実施例であるが、本発明
がそれに限定されない特定の実施例に関してさらに開示される。
【００３２】
　図面は単なる概略図であり、正確な縮尺ではない。
【００３３】
　図１において、本発明の実施例によるスペクトルドップラー超音波撮像装置１が概略的
に描かれている。超音波トランスデューサ３は、超音波がそこから患者の体内に放射され
ることができ、次いで反射したエコーを検出する超音波トランシーバー面５を有する。こ
のトランスデューサ３は制御装置７に接続されている。制御装置７は、トランスデューサ
３から前記検出したエコー信号を受信し、この信号に基づいて、対応する超音波画像をデ
ィスプレイ９に表示してもよい。第１の動作モードにおいて、制御装置７は、ディスプレ
イ９上に表示されるべきカラー若しくはグレイスケールの二次元（２Ｄ）又は三次元（３
Ｄ）の超音波画像を供給するために、画像－ライブ測定モードで動作するようにトランス
デューサ３を制御する。第２のモードにおいて、前記制御装置７は、スペクトル－ライブ
ドップラー測定モードで動作するようにトランスデューサ３を制御して、例えばサンプル
領域内の運動速度の定量分析は、このような測定から得られてもよい。この定量分析は、
例えば時間に依存する速度を示すグラフ１１の形式でディスプレイ９上に表示されてもよ
い。ここで、ドップラースペクトル－ライブ表示は、一般に連続して更新される細長い一
片(strip)であり、ここで水平なｘ軸は時間を示し、垂直なｙ軸は速度又はドップラー周
波数を示し、グレイレベルはエコー強度(echo power)に関連してもよい。それがピーク及
び平均速度の線グラフと重畳されてもよい。
【００３４】
　ユーザがサンプル領域を変更したい場合、このことは、トラックボール１３を稼働させ
ることにより制御装置７に示されてもよい。このような稼働の際、制御装置７は、トラン
スデューサ３により供給される画像の位置及び角度がオペレータにより正しく選択される
ように、撮像装置１が画像－ライブ測定モードに切り換わってもよい。代わりに、オペレ
ータがスイッチ１５を稼働させ、撮像装置１に画像－ライブ測定モードに切り換わらせて
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もよい。
【００３５】
　図２のフローチャートは、本発明の実施例によるスペクトルドップラー超音波撮像装置
を制御するための方法の一連のステップＳ１からＳ７までを説明する。
【００３６】
　前記撮像装置を開始した後、第１のステップＳ１において、この装置は画像－ライブ測
定モードである。
【００３７】
　ステップＳ２において、例えば夫々のスイッチ１５を稼働させることにより、スペクト
ル－ライブ測定モードに切り換わるようにオペレータが手動で選択したか判断される。選
択した場合、撮像装置はステップＳ３においてスペクトル－ライブ測定モードに設定され
る。選択していない場合、撮像装置はステップＳ１の画像－ライブ測定モードのままでい
る。
【００３８】
　ステップＳ３において、前記撮像装置がスペクトル－ライブモードに切り換わったとき
、ステップＳ４において、例えば夫々のスイッチ１５を稼働させることにより、画像－ラ
イブ測定モードに切り換わるようにオペレータが手動で選択したか判断される。選択した
場合、撮像装置はステップＳ１の画像－ライブ測定モードに設定される。
【００３９】
　選択していない場合、ステップＳ５において、サンプル領域が変更されたかどうか判断
され、これはユーザがトラックボール１３を稼働することで示される。変更された場合、
撮像装置は、ステップＳ６の画像－ライブ測定モードに設定される。変更されていない場
合、撮像装置は、ステップＳ３のスペクトル－ライブ測定モードのままでいる。
【００４０】
　ステップＳ６において、画像－ライブ測定モードに設定された後、ステップＳ７におい
て、サンプル領域が既定の時間、位置に関して安定していたか、すなわちユーザがサンプ
ル領域の位置若しくは角度又は形状を変更するのを終了したか判断される。安定（終了）
している場合、撮像装置はステップＳ３のスペクトル－ライブ測定モードに切り換わる。
安定（終了）していない場合、撮像装置はステップＳ６の画像－ライブ測定モードのまま
でいる。
【００４１】
　本発明の特徴は、以下の通り要約される。スペクトル－ライブドップラー測定モード（
Ｓ３）及び画像－ライブ測定モード（Ｓ１、Ｓ６）の両方で動作するのに適したスペクト
ルドップラー超音波撮像装置を制御するための方法が提案されている。本発明によれば、
前記方法は、サンプル領域の変更を検出すると（Ｓ５）、画像－ライブ測定モード（Ｓ６
）に自動的に切り換わるステップを有する。サンプル領域の変更は、例えばトラックボー
ル、角度調整ノブ又はサンプルゲート制御器のようなサンプル領域制御装置１３を稼働さ
せることによって、オペレータにより示されてよく、このような稼働の際、スペクトルド
ップラー超音波撮像装置は、このサンプル領域の位置及び／又は方位を適合させる又は訂
正することを可能にするために、画像－ライブ測定モード（Ｓ６）に自動的に切り換わっ
てもよい。例えば、サンプル領域が既定の期間、位置に関して安定していた後、スペクト
ルドップラー超音波撮像装置は、スペクトル－ライブ測定モード（Ｓ３）に切り換わる（
Ｓ７）。それにより、異なる測定モード間における不要な手動のトグリングが避けられ、
定量的なスペクトル－ライブドップラー測定（Ｓ３）は、必要な時だけ、すなわちサンプ
ル領域の位置、ビーム操舵角、流れ方向のカーソル角度又はサンプル領域の大きさにより
、とりわけ示されるこのサンプル領域が変更されるときにのみ中断されることができる。
【００４２】
　上述した実施例は、本発明を制限するのではなく、説明するものであり、当業者は、付
随する請求項の範囲から外れることなく、多くの代替の実施例を設計することができるこ
とに注意すべきである。"有する"という用語は、他の要素又はステップを排除するもので
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はなく、要素が複数あることを述べないことが、要素が複数あることを排除するものでは
ない。請求項における参照符号は、これら請求項の範囲を制限するとは考えるべきではな
いことにも注意すべきである。本発明は、幾つかの個別の要素を有するハードウェアを用
いて及び／又は適切にプログラミングされた処理器を用いて、実施されてもよい。幾つか
の手段を列挙している装置の請求項において、これら手段の幾つかがハードウェアの同じ
アイテムによって具現化されてもよい。ある方法が互いに異なる従属請求項に列挙されて
いるという単なる事実は、これら方法の組み合わせは有利に使用されることができないこ
とを示しているのではない。
【符号の説明】
【００４３】
　１　ドップラー超音波撮像装置
　３　超音波トランスデューサ
　５　超音波トランシーバー面
　７　制御装置
　９　ディスプレイ
１１　グラフ
１３　トラックボール
１５　スイッチ
Ｓ１　撮像装置は画像－ライブ測定モードである
Ｓ２　スペクトル－ライブ測定モードに切り換わるようにオペレータが手動で選択したか
判断
Ｓ３　撮像装置はスペクトル－ライブ測定モードである
Ｓ４　画像－ライブ測定モードに切り換わるようにオペレータが手動で選択したか判断
Ｓ５　サンプル領域が変更されたか判断
Ｓ６　撮像装置は画像－ライブ測定モードである
Ｓ７　サンプル領域が既定の期間、位置に関して安定していたか判断
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